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一 般 質 問
議 員 1 0 名 が
市 政 を 問 う

平成２9年第４回定例会

　平
成
30
年
11
月
、
第

二
富
浦
墓
地
で
供
用
開

始
予
定
の
合
同
墓
に
つ

い
て
、
今
後
の
予
定
や

考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　名
称
、
デ
ザ
イ
ン
は
。

答
　名
称
は
、
合
同
墓
、
共
同
墓
、
塚
を
付

け
る
な
ど
を
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。
デ
ザ

イ
ン
は
、
芝
を
張
っ
た
円
形
の
墳
墓
の
上
に

墓
標
を
立
て
る
タ
イ
プ
を
考
え
て
お
り
、
墳

墓
を
囲
む
腰
止
め
石
、
名
盤
、
献
花
台
、
ベ

ン
チ
に
は
登
別
軟
石
の
使
用
を
考
え
て
い
る
。

質
　埋
葬
時
に
宗
教
的
儀
式
を
行
え
る
か
。

答
　埋
葬
時
間
は
１
件
当
た
り
30
分
を
予
定

し
て
お
り
、
こ
の
時
間
内
で
あ
れ
ば
周
囲
に

配
慮
の
上
で
の
宗
教
的
儀
式
は
問
題
な
い
。

質
　無
縁
仏
も
合
葬
さ
れ
る
の
か
。

答
　市
民
感
情
を
考
慮
し
納
骨
口
お
よ
び
収

蔵
部
は
別
々
の
構
造
を
考
え
て
い
る
。

質
　他
市
町
村
の
焼
骨
も
埋
蔵
で
き
る
の
か
。

答
　申
請
者
が
登
別
市
民
で
あ
れ
ば
可
能
。

質
　市
民
説
明
会
の
開
催
と
生
前
の
予
約
は
。

答
　市
民
説
明
会
は
８
月
か
ら
鷲
別
・
幌
別
・

登
別
地
区
で
行
う
予
定
。
生
前
予
約
は
受
け

る
方
向
だ
が
、
事
前
に
家
族
な
ど
と
話
し

合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　１
件
目
は
、
登
別
市

景
観
と
み
ど
り
の
条
例

の
基
本
理
念
の
下
、
身

近
な
里
山
や
雑
木
林
の

保
護
と
利
活
用
を
視
野

に
、
①
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

事
業
の
活
用
、
②
景
観
・
み
ど
り
遺
産
や
眺

望
ポ
イ
ン
ト
の
指
定
促
進
に
向
け
た
条
例
周

知
の
必
要
性
、
③
街
路
樹
の
剪せ

ん

定て
い

の
あ
り
方

な
ど
を
問
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
は
必

要
で
す
が
、
樹
木
を
大
規
模
に
伐
採
す
る
太

陽
光
発
電
施
設
建
設
は
、
良
好
な
景
観
と
み

ど
り
の
保
全
・
育
成
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
の
で
、
市
の
毅き

然ぜ
ん

た
る
対
応
と
、
そ
の
規

制
と
し
て
法
定
外
税
の
設
定
や
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
見
直
す
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　２
件
目
は
、
登
別
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
及
び
介
護
保
険
事
業
計
画
（
素
案
）
に
つ

い
て
で
、
人
口
が
減
少
す
る
中
、
高
齢
者
が

増
加
し
、
認
知
症
高
齢
者
と
高
齢
者
世
帯
の

増
加
や
、
２
０
２
５
年
に
は
「
超
超
高
齢
社

会
」
に
な
る
こ
と
か
ら
も
、
介
護
す
る
側
へ

視
点
を
置
き
、
介
護
者
へ
の
支
援
施
策
や

「
老
老
介
護
」
「
認
認
介
護
」
の
実
態
把
握
、

「
一
人
暮
ら
し
世
帯
」
へ
の
支
援
な
ど
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
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　倶
二
雄

予
防
接
種
、
助
成
の

�

条
件
改
善
を

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
の

�

生
活
の
足
確
保
を

防
災
対
策
の
推
進
強
化
を

平
成
31
年
に
迎
え
る

�
市
制
施
行
50
周
年
事
業

質
　高
齢
者
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
、

登
別
・
室
蘭
市
内
の
医

療
機
関
で
受
け
た
場
合

に
は
、
そ
の
費
用
の
一

部
ま
た
は
全
部
を
市
が
助
成
し
て
い
る
が
、

登
別
・
室
蘭
市
以
外
の
病
院
に
入
院
あ
る
い

は
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
い
っ
た
理
由
で
、

や
む
を
得
ず
両
市
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種

し
た
場
合
は
、
費
用
の
全
額
を
自
己
負
担
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　同
じ
登
別
市
民
で
あ
り
な
が
ら
、
接
種
し

た
場
所
に
よ
っ
て
助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い

の
は
お
か
し
い
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　現
在
、
本
市
で
は
、
対
象
と
な
る
市
民

が
登
別
・
室
蘭
市
以
外
の
医
療
機
関
で
予
防

接
種
を
受
け
た
場
合
は
、
全
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
る
が
、
万
が
一
、
予
防
接
種
に
起

因
す
る
健
康
被
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市

の
責
任
に
お
い
て
救
済
措
置
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

 

　し
か
し
な
が
ら
、
指
摘
の
通
り
、
登
別
・

室
蘭
市
以
外
の
医
療
機
関
で
接
種
し
た
方
が

助
成
の
対
象
と
な
ら
な
い
点
に
つ
い
て
は
検

討
す
べ
き
課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
う
し

た
方
々
の
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
、
償

還
払
い
な
ど
の
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

く
。

　第
３
期
基
本
計
画
で

は
、
道
路
網
の
整
備
・

適
正
な
維
持
管
理
や
、

人
に
や
さ
し
い
交
通
手

段
の
確
保
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
場
を
設
け
、
取
り
組
み
を
進
め
る

と
し
て
い
ま
す
。
国
交
省
か
ら
は
「
高
齢
者

の
移
動
手
段
の
確
保
に
関
す
る
検
討
会
中
間

と
り
ま
と
め
」
が
６
月
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
状
況
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　新
基
準
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
図

ら
れ
た
歩
道
を
整
備
す
る
予
定
は
。

答
　歩
道
の
段
差
は
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
型
が
標

準
で
、
東
通
や
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
周
辺
の

市
道
は
柏
木
通
の
よ
う
に
新
基
準
で
進
め
る
。

質
　国
交
省
の
中
間
と
り
ま
と
め
と
、
地
域

公
共
交
通
の
あ
り
方
検
討
の
進
ち
ょ
く
は
。

答
　高
齢
者
が
安
心
し
て
移
動
で
き
る
環
境

整
備
に
向
け
た
方
策
で
、
高
齢
化
や
急
速
な

人
口
減
少
、
交
通
事
業
者
の
経
営
状
況
の
変

化
な
ど
需
給
の
変
化
を
認
識
し
て
い
る
。
Ｊ

Ｒ
や
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
ほ
か
、
地
域
に
お

い
て
も
各
種
の
取
り
組
み
や
、
乗
合
タ
ク

シ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
各
事
業
者
の
雇

用
状
況
な
ど
、
庁
内
の
横
断
組
織
を
立
ち
上

げ
、
現
状
把
握
と
課
題
の
整
理
中
で
、
検
討

す
る
場
の
設
置
を
進
め
た
い
。

　平
成
28
年
第
４
回
定

例
会
で
質
問
し
た
防
災

対
策
に
つ
い
て
、
市
が

「
検
討
す
る
」
と
し
て

い
た
項
目
の
進
ち
ょ
く

状
況
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
整
備

に
つ
い
て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　そ
の
後
、
進
展
し
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。

質
　「
被
災
者
支
援
台
帳
」
の
整
備
に
つ
い

て
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
　今
後
、
他
市
で
開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
を

参
考
に
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
　一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、

市
の
対
応
は
非
常
に
遅
い
。

　市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
の
防
災

部
門
の
人
員
が
１
名
減
っ
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
、
ま
た
一
年
た
っ
て

も
何
も
進
ま
な
い
の
で
は
な
い
か
。
体
制
の

強
化
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　人
員
減
に
伴
い
そ
の
結
果
、
な
か
な
か

前
に
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
反

省
を
踏
ま
え
、
「
地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」

と
し
て
国
か
ら
証
明
を
受
け
た
自
衛
官
Ｏ
Ｂ

を
防
災
職
員
と
し
て
任
用
す
る
こ
と
を
現
在

検
討
し
て
い
る
。

質
　過
去
の
周
年
式
典

で
は
ど
の
よ
う
な
事
業

が
実
施
さ
れ
た
か
。

答
　昭
和
45
年
市
制
施

行
の
年
は
第
１
回
幌
別

ダ
ム
湖
水
ま
つ
り
、
記
念
式
典
や
盛
大
な
パ

レ
ー
ド
を
行
い
、
第
７
回
登
別
地
獄
ま
つ
り

も
開
催
さ
れ
た
。
10
周
年
で
は
、
第
６
回
登

別
市
民
ま
つ
り
や
第
３
回
登
別
市
民
総
合
ス

ポ
ー
ツ
祭
を
開
催
し
、
20
周
年
で
は
鬼
サ

ミ
ッ
ト
登
別
を
開
催
、
30
周
年
で
は
、
市
民

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
市
内
全
域
を
キ
ャ

ン
パ
ス
と
し
た
の
ぼ
り
べ
つ
市
民
大
学
、
出

会
い
と
触
れ
合
い
の
場
と
し
て
ハ
ー
ト
ｔ
ｏ

は
ぁ
と
ｉ
ｎ
の
ぼ
り
べ
つ
の
実
施
、
ま
た
、

自
然
景
観
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
市
民
手
づ
く

り
の
企
画
が
開
催
さ
れ
、
40
周
年
で
は
第
１

回
の
ぼ
り
べ
つ
元
鬼
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、

45
周
年
に
は
、
50
周
年
を
大
き
な
節
目
に
さ

ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
よ
う
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
開
催
し
た
。

質
　市
制
施
行
50
周
年
に
対
す
る
考
え
方
は
。

答
　ま
ち
の
歴
史
や
先
人
の
努
力
や
功
績
な

ど
を
市
民
と
共
に
敬
い
感
謝
す
る
と
と
も
に

新
た
な
半
世
紀
の
始
ま
り
と
し
て
、
市
民
・

企
業
・
団
体
・
行
政
な
ど
の
関
係
者
が
主
役

に
な
り
協
働
し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
力

を
合
わ
せ
て
い
く
。

そのほかの質問：2020年東京オリンピック・2020年開設予定の国立アイヌ民族博物館、国立民族共生公園について

一 般 質 問

34� 議会だより　でぃすかす


